
学番 中等３  県立燕中等教育学校 

 

令和２年度シラバス（情報）    

教 科 情報(社会と情報) 単位数 ２単位 学年（コース） ４学年 

使用教科書 最新高校社会と情報 新丁版 （実教出版） 

副教材等 パーフェクトガイド情報 （実教出版）  事例で学ぶプログラミングの基礎 （実教出版） 

 
１ 学習目標 

1）情報活用の実践力 

 課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて、必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発

 信・伝達できる能力 

2）情報の科学的な理解 

 情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と、情報を適切に扱ったり、自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解 

3）情報社会に参画する態度 

 社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し、情報モラルの必要性や情報に対する責任について考え、望ましい情報

 社会の創造に参画しようとする態度 

 

２ 指導の重点 
・ 情報の収集・処理・発信などの情報活用能力を身に付ける 

・ 自ら課題を見つけ，解決していく能力を身に付ける 

・ 情報を主体的に活用し，情報社会に主体的に参加する態度を身に付ける 

・ コンピュータの特性や情報通信ネットワークの仕組みなどの基礎知識を習得する 

 

３ 学習計画（どのような内容を、どの時期に学ぶのかを含む。） 

月 学習項目 学習内容(ねらい) 時間 
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６ 
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第１編     

第1章 情報社会   

 1.情報社会 

  2.情報とメディア 

  3.情報モラルとルール 

・ インターネット，デジタル化された情報，情報化の問題について 

・ 情報の特徴，メディアの特徴を理解する 

・ 個人に関する情報の管理と保護，情報を扱う責任とモラルを理解する 

４ 

第 2 章 情報機器とディジタル

表現 

   

 1.情報機器とディジタル  

  

  2.ディジタル表現 

 

  

 

 

・ 情報機器の種類と特徴，ハードウェアソフトウェアの仕組みを理解する 

・ 情報機器の接続と活用を学ぶ 

・ アナログとディジタルの差の特徴を理解する 

・ ２進数と情報量 数値・文字の表現を理解する 

・ 音声の表現，画像の表現方法をパソコン上で理解する 

・情報のデータ量を理解する 

 

６ 

第3章 表現と伝達    

 1.表現の工夫 

 

 2.表計算ソフトの利用 

 

 

・ 見やすくわかりやすい情報伝達の実現を考える レイアウトの検討や文

書構造を考え，ワープロの実習を行う 

・ データの入力 数式の入力 相対参照と絶対参照 データの抽出 関数

と引数 グラフの作成 以上について表計算ソフトを利用した実習で詳

しく理解を深める。 

２０ 
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月 学習項目 学習内容(ねらい) 時間 
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 3.プレゼンテーション 

  

・ プレゼンテーション製作の流れ，企画，作成リハーサル，実施及び評価

の必要性を理解する。 

・ 多様なメディアの利用として，静止画，音声，スライド，動画など色々

なプレゼンテーションの実際をソフトを利用して実習することで理解す

る。 

第４章 コミュニケーションと 

ネットワーク 

   

1. コミュニケーション 

 

2. ネットワーク 

 

 3.情報セキュリティ 

  

・ 発達の歴史 コミュニケーションの種類 ネットワークコミュニケーシ

ョンを概観する 

・ ネットワークの特性 インターネットの仕組み サービスの詳細を理解

する 補足でネットの転送速度とデータ圧縮 

・ セキュリティ技術 セキュリティポリシーの目的 セキュリティ対策の

必要性を理解する 

１５ 

第５章 情報社会と問題解決    

1.情報システムと人間 

 

  

2.問題解決 

  

 

 

3.情報発信 

 

・ 社会における情報システムの具体例を学ぶ 

・ 情報社会の課題としてサイバー犯罪やネット上の情報の利用についてそ

のリスクを理解する 

・ 問題解決の手順・手法として検索エンジンを利用する その他の方法と

して統計処理とグラフ化 アンケート処理 

・ 問題解決の実践としてポスターを作る実習 １問題の明確化・２情報の

収集・３情報の整理分析・４ポスターの作成 

・ Webサイトの制作 HTMLの基本を学び，簡単なサイトを作る実習 

・ Webサイトの評価と改善 CSSの利用（スタイルシートの作成） 

２５ 

   

 ・   

70時間 

 

４ 課題・提出物等 

・ 単元ごとの確認テスト  ・週末課題、長期休業中の課題   ・実験レポート 
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５ 評価の観点・方法 

評価は、次の4つの観点から行います。 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

情報や情報社会に関心をもち、身の

回りの問題を解決するために、自ら

進んで情報及び情報技術を活用し、

社会の情報化の進展に主体的に対

応しようとする。 

情報や情報社会における身の回り

の問題を解決するために情報に関

する科学的な見方屋考え方を活か

すとともに情報モラルを踏まえて、

思考を深め、適切に判断し表現して

いる。 

情報及び情報技術を活用するため

の基礎的・基本的な技能を身に付

け、目的に応じて情報及び情報技術

を適切に扱っている。 

情報及び情報技術を活用するため

の基礎的・基本的な知識を身に付

け、社会における情報及び情報技術

の意義や役割を理解している。 

評価は、以下のものを総合的に評価します。 

・定期テスト ・授業中に行う小テスト ・提出物（実験レポート・授業ノート・課題等の内容及び提出状況）・観察・実験への取組み ・授業への取組み                      

 

６ 担当者からの一言 

・ 各学期とも上記のａ、ｂ、ｃ、ｄの観点をもとに考査の成績、実習による提出物、実習にのぞむ意欲・態度・プレゼンなどを総合的に評価する。しっかりと

学習して定期考査や小テストを受けること。 

・ 評価は、概ね考査の成績５０％、実習（授業内小テスト・提出物・プレゼンなど）５０％の配分で行う。 

（担当：小黒圭介） 

 


